
令和８年度 三次市立川地小学校だより 

高こうし志 

学校教育目標：ふるさとを愛し、高い志をもつ児童の育成     文責：校長 原田和明 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２４日（日）、穏やかな天候のもと、運動会を開催

することができました。「本気の力で最高の運動会」とい

う児童会テーマを掲げ、一人一人が自分の力を出し切り、

また、仲間同士で協力し合って一生懸命がんばる姿を見

せてくれました。 

 

今回の運動会、１つのこだわりがありました。それは、「地域の方の力を借りて，運動会

をいっしょに創っていきたい」ということです。学校だより５月号で、「川地には大切な『宝

物』がたくさんある」ということを書かせていただきました。その「宝物」を運動会の中に

も取り入れていこうと、新たに「三次どんちゃん」に挑戦しました。短期間の練習だったに

もかかわらず、川地連のみなさんをはじめとして多くの方々にご協力いただき、披露するこ

とができました。お祭りの雰囲気をしっかりと出すことができていたと思います。 

また、昨年度から復活させた「川地音頭」では、踊りの指導をしていただくことに加えて、

「生歌」で踊ることに取り組みました。運動会当日にしっかり歌いたいと、何度も練習され

たということもお聞きしました。臨場感いっぱいの「川地音頭」になりました。 

さらに、これも毎年恒例のことなのですが、「ぬくもり」の入居者のみなさんにも応援に

来ていただきました。声援を送っていただくことで子供たちも力を発揮することができたと

思いますし、逆に、子供たちのがんばる姿から元気をプレゼントできたのではないでしょう

か？ 

運動会を終えて、改めて「川地の『宝物』」を感じることができましたし、今後もこうし

た力をお借りして、教育活動の充実を図っていきたいと考えています。ご協力いただきまし

たみなさん、本当にありがとうございました！ 

自ら進んで考える子 
かかわりあう子 
心も体も健康な子 

≪No．３≫ 
令和８年６月９日 地域とともに創った運動会



 

 

 ６月５日（金）は参観日でしたが、５年生は川地地域の防

災士さんをゲストティーチャーに招いて、「防災教室」を行い

ました。三次市や川地地域で起こった過去の災害（水害）に

ついて、写真や資料を使って説明をしてくださいました。 

 また、今回は参観日ということで、親子でマイタイムライ

ンの作成にも取り組みました。「避難場所はどこなのか？」

「いつ避難したらいいのか？」など、相談しながら作成して

いくことができました。 

 他にも、段ボールベッドを作ったり、ＶＲゴーグルをつけ

てバーチャルでの水害の体験をしたりとたくさん学習する

ことができました。 

 地域のことをよく知っている方から教えていただくとい

うことで、「自分事」として学ぶことができました。 

 

こんなのあるよ！川地の「宝物」 

 前回、川地の「宝物」についてアンケートをお願いしたところ、回答がありましたのでご

紹介します！（子供たちから聞いた意見もあわせて紹介します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みなさん、すてきな「宝物」をいろいろ見つけていますね。もう少しお

聞きしてみたいと思うので、引き続き右の２次元コードから、アンケート

に答えてみてください。よろしくお願いします！ 

主な行事予定 

（６月）              （７月） 

 

 

 

 

 

 ９日（火）歯科検診 
１０日（水）三次市学力到達度検査（５年） 
１１日（木）三次市学力到達度検査 

意識調査（５年） 
１５日（月）ふれあい相談日 耳鼻科検診 
１６日（火）学区合同研修会（川地中） 
１８日（木）眼科検診 
１９日（金）体験充実活動（５年） 
２３日（火）みよし結芽人育成研修会 
２９日（月）学納金振替日 

１５日（水）着衣水泳（５年） 
１７日（金）終業式 防犯教室 
２２日（水）期末懇談会 
２３日（木）みよし結芽人育成研修会 

学校のホームページは 

こちらから 

【大人（保護者・地域・先生）の声】 

○地域の人たちの繋がりや、川地の自然や人たち、子供たちを大

切に想うみんなの気持ちが宝物 

結婚して川地に引っ越してきたので、みなさんの想いに触れて

感動しましたし、残していきたいと感じています 

○豊かな自然 

○三次方面から 54号の瀬谷峠を降りる時、目の前に雄大な景色

が広がっていること 

可愛川やその支流の川辺に、海老や藻などが見られるきれいな

自然が残っていること 

小学校の校舎の色とデザインが、メルヘンチックでとても可愛

いこと 

○Ｕターンして戻ってみると、自然が近いところのように思いま

す。 

【子供たちの声】 

○地いきの人が積極的に声をかけてくれると

ころ 

 ねんれいかんけいなくおしゃべりができる

ところ 

○地いきの人がやさしい 

 ごはんを食べるところのりょうりがおいし

い 

○川地小です 

○ふるさとまつり 

○子どもの元気 

○じゅぎょう 

○かぞくはたいせつ 

 しゅくだいはたいせつ 


